
【第４期福津市地域福祉計画・第３期福津市地域福祉活動計画】

基本理念：みんなで支えあい共に住むまち、ふくつ

5年間目標 R9 R10 R11 R12 成果目標 事業の目的・概要 担当課
各年実施確認

（〇、×）

自治会加入促進に向けたPRを行う 地域コミュニティ課

まちづくりへの理解向上、まちづくりへの参加・参画意欲向上を図るため、わかりやすく伝わる情報発信に取り組む 地域コミュニティ課

郷づくり推進協議会やその活動の認知度を高めるよう情報発信に取り組む 地域コミュニティ課

産学官民の多様な主体がまちづくりへ参加・参画するイベントや講座等を開催し、その周知を行う 地域コミュニティ課

民生委員・児童委員についての理解を深めるため、活動内容の周知を行う 福祉課

民生委員・児童委員が活動しやすくなるよう支援体制の確認・見直しを行い、地域住民の地域福祉活動への参加意
欲や相談者しやすい体制の創出に取り組む

福祉課

高齢者の相談に応じ関係機関との間をつなぐ生活支援コーディネーターが活動しやすくなるよう支援体制の確認・見
直しを行い、高齢者の地域福祉活動への参加意欲や相談しやすい体制の創出に取り組む

高齢者サービス課

ボランティア団体に対し、運営上の悩みや取り組みへの相談をともに考えるとともに、研修会や情報提供などを行い活
動を支援する

社会福祉協議会

5年間目標 R9 R10 R11 R12 成果目標 事業の目的・概要 担当課
各年実施確認

（〇、×）

まちづくり活動を行う主体が世代や分野を超えてつながり、交流・連携できる機会を創出する 地域コミュニティ課

持続可能な社会参加と促進のために次世代の担い手育成を目的とした、地域福祉を支えるボランティアの育成・活
動を推進する

地域コミュニティ課

住民福祉講座などを通して、地域づくりに意欲のある人材の発掘・育成を行う 社会福祉協議会

第２層生活支援コーディネーターの育成・支援を行い、地域の課題を話し合う場づくりや課題の共有、課題解決のた
めの人材発掘、地域資源づくりに取り組む

社会福祉協議会

5年間目標 R9 R10 R11 R12 成果目標 事業の目的・概要 担当課
各年実施確認

（〇、×）

高齢者サービス課

福祉課

福祉課

高齢者サービス課

こども家庭センター

いきいき健康課

生活支援課

学校教育課

男女共同参画推進室

一人暮らし高齢者の見守り活動など、地域での見守り体制の充実を図るため「福津市地域支えあい制度」の周知を行
う

福祉課

安心して気軽に心配事や相談ができるよう、家庭児童相談室の取り組み内容や相談窓口の周知を行う こども家庭センター

安心して気軽に心配事や相談ができるよう、生活困窮者相談の取り組み内容や相談窓口の周知を行う 生活支援課

高齢者サービス課

福祉課

市民後見人養成研修等を実施し、権利擁護に関する知識や理解の普及を行う 社会福祉協議会

こども家庭センター

福祉課

高齢者サービス課

社会福祉協議会

福祉課

高齢者サービス課

一斉防災訓練を通じ、避難行動要支援者としての名簿登録や個別避難計画作成の重要性の周知を行う 危機管理課

防災講座等を通じて、地域や家庭での日頃の防災活動の学習の機会を設け、防災に関する知識や理解の普及を行
う

社会福祉協議会

危機管理課

高齢者サービス課

福祉課

社会福祉協議会

5年間目標 R9 R10 R11 R12 成果目標 事業の目的・概要 担当課
各年実施確認

（〇、×）

地域包括支援センターの周知に努め、地域の求めに応じた相談支援を実施する 高齢者サービス課

基幹相談支援センターの周知に努め、地域の求めに応じた相談支援を実施する 福祉課

こども家庭センターの周知に努め、地域の求めに応じた相談支援を実施する こども家庭センター

生活困窮相談窓口の周知に努め、地域の求めに応じた相談支援を実施する 生活支援課

いきいき健康課

学校教育課

社会福祉協議会で行われている各種相談窓口の周知に努め、地域の求めに応じた相談支援を実施する 社会福祉協議会

地域コミュニティ課

学校教育課

小地域福祉会の求めに応じた福祉活動への協力・連携支援を実施するとともに、地域の特性に応じた交流の機会の
拡大を支援する

社会福祉協議会

見守り訪問活動をする中で発見した課題を抱える家庭からの相談や、地域の課題に関する相談を受け止める支援体
制を整備する

社会福祉協議会

福祉課

高齢者サービス課

こども家庭センター

人権政策課

危機管理課

5年間目標 R9 R10 R11 R12 成果目標 事業の目的・概要 担当課
各年実施確認

（〇、×）

まちづくり活動を行う主体が必要とする「ひと」「もの」「こと」の情報をワンストップで提供できるよう、多様な主体が取り
組むまちづくり活動の情報収集を積極的に行うなど、情報の一元化を図る

地域コミュニティ課

高齢者の方やその家族からの問い合わせに対応して作成している「福津市の地域資源」冊子の周知を行う 高齢者サービス課

支えあい活動支援の一環として実施している、「福津の福祉便利帳」の発行や地域ごとの基礎情報を整理するための
支えあいマップの作成支援等の取り組みの周知を行う

社会福祉協議会

福祉に関する情報が検索しやすく入手し
やすい手段を模索・試作し、R12年度を
目標に公開・周知に努める（R9-11:検討
→R12-13実施）

福津市における福祉に関する情報を整理し、検索しやすく入手しやすい手段の模索・試作に取り組む 福祉課

5年間目標 R9 R10 R11 R12 成果目標 事業の目的・概要 担当課
各年実施確認

（〇、×）

高齢者、障がい者、こども・子育て、生活困窮者の
各分野だけでは解決できない相談事を専門機関同
士で共有できる体制が整備され、定期的な協議が
行われている

定期的な協議を実施する(R9-13 :実施)
高齢者、障がい者、こども・子育て、生活困窮者の各分野だけでは解決できない個別支援会議等で受け入れた相談
事について、専門機関同士で共有し対策を検討する協議を定期的に実施する

生活支援課

R13

【市の取組】
●高齢者、障がい者、こども・子育て、生活困窮者の各分野において整備されている相
談窓口の周知に努め、相談支援機能の充実・強化を推進する
●地域住民や支援者による福祉活動への協力・連携を支援する

【社協の取組】
●小地域福祉会の随時相談機会や「ふくおかライフレスキュー」などの相談支援の周知に努め、必要に応じた相談支援を実施する
●小地域福祉会と連携し、地域の特性に応じた交流の機会の拡大を支援する
●見守り訪問活動をする中で発見した課題を抱える家庭や地域の課題の相談を受け止める支援体制を整備する

福津市まちづくり講座を通じて、地域住民や支援者の相談を円滑に行政の支援につなげる仕組みについての知識や
理解の普及を行う

【自殺対策計画】
こころの相談や教育相談窓口の周知に努め、地域の求めに応じた相談支援を実施する

郷づくり推進協議会と学校との連携によって実施されている中学生のボランティア活動や小学校のインターンシップ活
動等を充実するとともに、その他地域の求めに応じた福祉活動への協力・連携支援を行う。

基本方針5：いつでも福祉に関する情報を検索しやすく入手しやすい環境の整備

●情報を検索し
やすく入手しや
すい手段の模
索、試作

●公開・周知

R13

相談支援機関の情報や福祉サービスの一覧など、
福祉に関するさまざまな情報を集約してい取組が周
知され、より情報を検索しやすく入手しやすい手段に
ついて模索・試作されている

高齢者・障がい者・こども・生活困窮者の各分野に
おいて整備されている相談支援機関の取組が周知
され、地域住民や支援者の相談を円滑に行政の支
援につなぐための各相談支援機関機能が充実し強
化されている。

認知度向上に向け毎年周知の実施に努
める(R9-13:実施）

●福祉に関する情報を集約してい
る取組の周知

高齢者や障がい者などが抱える地域生活課題の解決に向けて実施している、生活、移動、買い物などの支援につい
て、取り組み内容などの周知を行う

モデル地区を対象とした地域防災計画を策定し、その事例の整理・周知に取り組む

避難行動要支援に該当する住民に対し名簿登録や個別避難計画作成の重要性を周知し、名簿登録者数の向上に
努める

●地域住民や支援者からの相談
事を共有できる体制の整備
　◎地域生活課題共有会議
　（支援会議②）
　◎施策検討会議
　（支援会議③）

基本目標3：支援機関同士が連携して相談ごとを支援できる体制づくり

基本方針6：さまざまな相談事を専門機関で連携して受け止めるための体制の整備

R13

基本目標2：いつでも相談しやすく頼れる相談支援のしくみづくり

基本方針4：いつでも相談しやすくつながりやすい相談支援の推進

●相談支援の周知及び機能の充
実・強化
　◎個別支援会議
　（支援会議①）

地域の求めに応じた相談支援を実施する
(R9-13:実施）

地域の求めに応じた福祉活動への協力・
連携支援を実施する(R9‐13:実施）

●地域福祉活
動の新たな担
い手の発掘方
法、育成方法
の検討

●地域福祉活動
の新たな担い手
の発掘・育成

　基本方針2：地域福祉活動の新たな担い手を育て交流できる体制の整備

基本目標１：みんなで支え助け合える地域づくり

●避難行動要支援者・個別避難
計画の周知

●市が進める支援制度(成年後見
人制度、福津市地域支えあい制
度、DV・虐待防止、生活困窮)の
周知

認知度向上に向け毎年周知の実施に努
める(R9-13:実施）

支援を求める人に寄り添い助け合うことができるよ
う、市が進める支援制度が周知され、特に支援を必
要とする人には地域ぐるみで寄り添うことができるよ
う、避難行動要支援者・支えあい制度登録者名簿
並びに個別避難計画の活用が推進されている

11年度までに宮司地区をモデル地区とし
た地域防災計画の策定を行い、その事例
を整理・周知する(R9-10：検討→R11‐
13:実施）

●宮司地
区防災計
画策定

●事例整理、周知

地域福祉活動の担い手が活動しやすくなるよう取組
が周知され、地域住民の地域福祉活動への参加促
進の支援や地域住民同士が相互に相談できる機
会が推進されている

●取組の周知

●地域福祉活
動の担い手の
把握・共有、支
援体制の確認・
見直し

●地域福祉活動
支援

【成年後見制度利用促進計画】
成年後見制度の利用促進のため、制度内容や相談窓口の周知を行う

　基本方針1：地域住民の地域福祉活動への参加を促す支援の推進

【市の取組】
●地域住民の地域福祉活動の参加促進を支援し、地域住民同士が相互に相談できる
機会を推進する
●地域福祉活動の新たな担い手の発掘・育成を支援する
●市が進める支援制度（成年後見人制度、福津市地域支えあい制度、DV・虐待・生活
困窮対策等の周知を促進する
●避難行動要支援者・個別避難計画の周知を推進する

【社協の取組】
●ボランティア団体に対し、運営上の悩みや取り組みへの相談をともに考えるとともに、研修会や情報提供などを行い、活動の活性化を図る
●住民福祉講座などを通して、地域づくりに意欲のある人材の発掘・育成を行う
●第2層生活コーディネーターの育成・支援を行い、地域の課題を話し合う場づくりや課題の共有、課題解決のための人材発掘、地域資源づくりに取り組む
●市民後見人養成研修等を実施し、権利擁護に関する知識や理解の普及に努める

●地域住民や支援者による福祉
活動への協力・連携支援

11年度までに地域福祉活動の新たな担
い手の発掘方法、交流・育成方法を関係
機関と協議し取りまとめ、育成に努める
(R9-11:検討→R12‐13：実施)

虐待防止に向けて関係機関との連携、研修等を行い、虐待防止に関する知識や理解の普及を行う

【自殺対策計画】
DVや虐待、いじめ、孤立、生活困窮などから自殺に追い込まれることがないよう、生きる支援に関する相談先が掲載
されたリーフレットの配布や、自殺対策を推進する取り組み内容、相談窓口の周知を行う

R13

認知度向上に向け毎年周知の実施に努
める(R9-13:実施）

11年度までに地域福祉活動の担い手の
把握・共有、支援体制の確認・見直しを
行い、地域住民の地域福祉活動への参
加意欲の支援や住民相互による相談機
会の創出に努める(R9ｰ11:検討→R12‐
13：実施)

R13

認知度向上に向け毎年周知の実施に努
める(R9-13:実施）

R13

　基本方針3：支援を必要とする人に寄り添い助け合える体制の整備

地域づくりに意欲を持つ地域福祉活動の新たな担
い手が発掘・育成されている。

資料２


